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第１６回美瑛中学校体育祭～感じた温かさ～ 

                          校長 金 山 達 也 

気温９度の中での開会式から始まり、途中晴れ間が少し見えたものの、冷たい北風に

さらされながらの閉会式。とにかく寒さに震えながらではありましたが、第１６回目となる

体育祭が２５日に終了しました。今年のスローガンである「ギアチェンジ～総力をあげて

躍進する～」のもと、生徒会本部を中心に取組を進めてきました。美瑛中の行事は、言うま

でもなく生徒が中心です。よく言われる「生徒の手による生徒のための行事」がぴたりと

あてはまります。自分たちの日常の行動を振り返る中で、長所は何か？課題は何か？それ

をどうしたら伸ばしたり改善したりできるのか？この行事で何を大切にするのか？という視

点をもちながら、生徒会本部が中心となり、企画を立てます。その企画を校長室でプレゼ

ンしてくれます。私からも質問をします。生徒会本部役員は一生懸命答えてくれます。完成

した企画を全校集会で、全校生徒と共有します。「メリハリをつけて、生活・学習することが

大切だから、今度の体育祭のスローガンに『ギアチェンジ』というキーワードを設定しまし

た！」こうして体育祭の取組がスタートします。時間がかかるのは明らかですが、美瑛中学

校の学校教育目標である「未来を見据え、限りない未来に駆ける生徒の育成」の達成に

向けて必要な過程です。 

子どもたちの生きる力を伸ばすことが、現在の学校教育に求められています。しかし、日

常生活だけでは、その伸び方や幅は偏ったものになりがちです。自分の知識を増やし、考

える力を伸ばすとともに、仲間とのふれあいや協働、あるいは切磋琢磨する場面を通し

て、人としてのバランスの良い成長を促すことが大切です。大きな声で精一杯応援するこ

と。仲間や保護者の声援を受けて全力を出すこと。クラスの仲間と円陣を組むこと。なかな

か日常生活だけではできないことです。コロナ禍当初に、臨時休業による授業時数確保

のため、学校行事の見直しが日本全国で行われました。苦渋の決断により、中止や廃止

を選択した学校がある中で、美瑛中学校は、体育祭・文化祭の行事については、生徒の

努力と保護者の皆様のご理解とご協力、そして、教職員のサポートにより何とか実施して

きています。コロナ禍と同時に校長になった私に、コロナ禍は学校行事が子どもたちの望

ましい成長にどれだけ貢献しているかをあらためて教えてくれた・・・そんな気がします。 

  今年の体育祭は、拍手や声援が特に印象に残っています。競技後の自分自身と相手へ

の賞賛の拍手、あいさつ後の労いの拍手、閉会式終了後の拍手・・・気温が低く寒かった

からかもしれませんが、会場に響いた拍手や声援がとにかく温かく感じられました。美瑛

中の生徒がもつ優しさや温かさだと感じています。 

 記録よりも記憶に残る体育祭になりました。 

 

 
４月 2４日（水）から 4 月 2７日（土）の 3 泊 4 日、3 年生

の修学旅行がありました。１日目は移動日で、桜が満開の函館に
到着し函館山に行きました。あいにくの強風でロープウェイに乗
れず、バスで上がっても頂上は霧でしたが、山の中腹から景色を
見ることができました。２日目は自主研修でグループごとに函館
の街を散策しました。３日目は有珠山ロープウェイに乗り、火山
について学び、その後ラフティングや製作体験で充実した時間を
過ごしました。４日目の最終日はルスツ遊園地でのんびりと仲間
との楽しい思い出を作りました。 
 ４日間、規則正しい生活の中で、仲間
との友情を深め、たくさんの素敵な思い
出を作ることができました。この絆を支
えに今後の学校生活や受験に向けた取
組に臨んでいってほしいと思います。 
 

５月 18 日（土）美瑛町の観光
協会主催の「缶トリー作戦」に生徒会や吹奏楽部、文化
クラブ、生徒会の呼びかけに応じてくれた生徒や教員合
わせて 52 名が参加しました。３～５人の小グループに
分かれ、様々なごみを拾い集めました。市街地に近いと
ころでは小さなゴミが多く、少し離れた地域では大きな
タイヤやテレビなども見つかりました。本格的な観光シ
ーズンに向け、熱心に景観美化に取り組みました。 
 

 
 5月２５日（土）生徒たちの元
気に走り回る姿が見られまし
た。学校の大きな行事である体
育祭が今年も行われました。当
日は天気予報通り非常に寒く、
風が少しでも吹くと身に染みる
ほどでした。しかし、そんな中でも生徒達は学年種目、縦
割り種目、全校パフォーマンスや長縄選手権など、力いっぱい競技に参加し、大きな声
で仲間を応援する姿が見られ
ました。自分たちで考え準備
を進めてきた体育祭。その成
功は生徒たちの大きな自信と
なったはずです。当日は多く
の皆様のご来校とたくさんの
応援、ありがとうございまし
た。 
 
  6月 15日（土）朝 8時 30分～美瑛中学校前から美瑛神社までの道路脇の植 
樹桝にコキアを植えます。当日は協議会委員の他、ＰＴＡ、文化クラブの生徒、 
東町町内会等多くの方にご参加いただけるよう呼び掛けております。１時間ほど 
の予定です。興味のある方はぜひご参加ください。 


